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　　　 トピー性皮膚炎の原因遺伝子は長い間不明でした。
複数の原因がある疾患と考えられ、定期通院中の方の多くは主としてステ
ロイド･タクロリムス軟膏による外用療法を行っています。しかし保湿の
重要性を理解し、適切な方法で実践している方はまだ少ないように感じま
す。そこで、｢なぜ保湿が重要か｣の理解を深めるために原因の１つとされ
るフィラグリン遺伝子異常にも触れてお話します。

 　フィラグリンは、表皮細胞を凝集して扁平で丈夫な角質細胞に変化（角化)させ、丈夫で保湿
力のある角質層を作る働きの中心的役割を担っています。アトピー性皮膚炎には、尋常性魚鱗
癬というフィラグリン遺伝子異常による角化異常が合併することがあります。そこで、アトピ
ー性皮膚炎にもフィラグリン遺伝子異常が関係しそうだと以前より予想されていました。そし
て最近、フィラグリン遺伝子異常が日本人のアトピー性皮膚炎患者の約３割にあることが明ら
かになってきました。

　フィラグリン遺伝子異常によりフィラグリン産生が減ると、角質層が弱く乾燥した状態(ドラ
イスキン)になり皮膚のバリア機能が低下します。そのような皮膚からは様々な物質が容易に入
り込みアレルギー反応が獲得(経皮感作)され、アトピー性皮膚炎を発症するという仮説が立てら
れました。そして、人工的にドライスキン状態を作りダニ抗原を繰り返し塗布すると、アトピ
ー性皮膚炎に類似した病態が生じることが動物実験で証明されました。また気管支喘息や食物
アレルギーにおいても、経皮感作が重要な役割を果たすことが注目され始めました。

 　現在、フィラグリンの産生を助ける薬剤の開発が始まっています。将来的には、フィラグリ
ン関連のドライスキンが原因とされるアトピー性皮膚炎（アトピー性皮膚炎の３割以上)を内服
薬でコントロールできるようになることが期待されます。しかし、現時点ではドライスキンに
対する治療の選択肢は、保湿剤を外用する方法しかありません。ですから、ステロイド・タク
ロリムス軟膏による外用療法とともに、皮膚のバリア機能を正常化させるための適切な保湿を
実践していただきたいのです。
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